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ごあいさつ 

 

 

 

大阪建築防災センターでは、平成２７年度下期の建築物防災週間での関連事業  

として、去る３月３日に防災講演会を開催しました。 

 この講演会は、毎年度９月と３月の２回、防災意識の向上と建築物の防災対策  

を促進するために、当財団の公益目的事業として長年に渡り実施しております。 

この間、地震、火災、風水害など建築物を取り巻く様々な災害を取り上げ、多く 

の専門家の皆様から貴重なご講演をいただきました。 

 今、日本は、世界でも類を見ない速さで少子高齢化が急激に進展しています。 

その一方で、高齢者や障がいのある方、将来を担う子どもたちが、日常生活での  

けがや命を落とす事故があとを絶ちません。また、住宅内の不慮の事故死は、交 

通事故死の倍以上あると示されています。私たちが生活している建物や都市空間 

で、何が起こっているのでしょうか。 

 その原因を探るべく、どこがどう危険であるのか、どうすれば危険を回避で  

きるのかを考えたいと思いました。 

 そこで今回は、自然災害ではなく、日常災害の視点から、建築防災を考えてい 

ただきたいと思い、建築人間工学、建築安全計画がご専門である大阪工業大学の 

吉 村 英 祐 教授をお招きし、「少子高齢社会における安全・安心なデザイン～  

日常災害の視点から～」をテーマにご講演いただきました。 

 このたび、貴重なご講演の内容をより多くの方々にお伝えできればと、このよ 

うな冊子にまとめました。皆様方の今後の取り組みの参考にしていただければ幸 

いです。 

 当財団としましては、今後とも建築や市街地の防災対策に貢献できるように  

一層の尽力を傾けてまいりますので、引き続き皆様のご指導、ご協力をよろしく 

お願い致します。 

 

 

 
平成２８年５月 

 
一般財団法人 大阪建築防災センター 

                     理事長 吉田 敏昭 
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平成２７年度下期建築物防災週間関連行事 

建築物防災に関する講演会 

 

テーマ：少子高齢社会における安全・安心なデザイン 
 

～日常災害の視点から～ 
 

講 師：大阪工業大学 工学部 教授 吉村英祐氏 
 

日 時：平成28年3月3日（木）午後1時50分～4時00分 

 

 

 御紹介いただきました吉村です。防災セン

ターの建築防災講演会については、もちろん

よく存じており、過去の講演内容が、ほとん

ど火災、地震関係で、そちらのほうはそんな

に専門じゃないと思っていましたら、日常安

全のことについての講演というお話でした

ので、それならば専門分野であり、お引き受

けした次第です。また、こういう機会をいた

だきますと、今まで考えていたことを整理す

る大変いい機会でもあります。研究内容を社

会に還元すべきだというのが私の基本的な

考えです。そういう意味でも大変貴重な機会

ですので、今日は、いろいろ準備をしてまい

りました。 

設計に、あるいは、これから建物をつくる、

家をつくるときの参考になればということ

でお話をさせていただきます。 

 建築学の中には安全という領域がありま

す。これは建築学会の資料からとったもので

すが、建築の安全を脅かす現象には、事故、

災害、犯罪、乱暴行為、公害、病気等々があ

って、ほとんどは、非常災害と呼ばれるもの

です。今までの防災講演会も、地震や火災が

中心だったと思います。今回は、こちらの日

常災害という重要だけれども、余り学問的に

もまだ十分成熟していない、しかし、少子高

齢化になって、これから重要になってくる分

野を私はずっと研究してきました。 

 もともとは、やや趣味的に自分がヒヤッと

したところを写真に撮っていました。何でも

そうだと思いますが、コレクションも５個や

１０個集めていたら単なるがらくたですが、

１００、２００となると分類ができるように

なります。そうすると、今度は予測できてき

て、こういうのもあるはずだということで、

どんどんコレクションが膨らんでいきまし

た。それを少し私の専門である建築人間工学

という視点で見るといろいろ傾向が見えて

きます。 

 もともとこういう人間が起こす事故、ヒュ

ーマンエラーの研究というのはアメリカで

非常に進んでいますが、アメリカでも当初、

ある機械の操作ミスがあれば、それは「おま

えが悪いんだ」「何をぼんやりしているんだ」

ということで片づけられていました。ところ

が、だんだん同じようなミスをしている人が、

全米各地にいるということがわかってくる。

同じようなミスをしている。そうするとこれ

はその人のミスというよりも機械のほうに

問題があるのではないかということです。 

 今回お話しすることも、恐らくつまずきか

けてヒヤッとした人がいると思います。ああ、
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もう年だなとか、ぼんやりしているからだと

今まで片づけられていましたが、数が重なる

と、どうもそうではなさそうだということが

わかってきました。そういうことを本日、わ

かりやすく、できるだけ身近な例を引いてお

話ししたいと思います。 

 きょうの資料の冒頭に幾つかキーワード

というのがあります。これを事前に少しお話

ししておくと、後の話に理解が深まるだろう

と思います。 

 

安全と安心はどう違うか。安心だけれども、

実は安全でないということがよくあります。

例えば、実は今にも折れそうな橋だけれども、

知らなかったら別に渡れるというようなこ

とです。幾ら安全だと専門家が言っても、一

般の方が安心しないというのは、いろんな事

故で御承知のことだと思います。 

 それから、客観的な安全性と安心は別です。

例えば「飛行機が落ちるのが怖いから、私は

東京まで自分で車を運転していく」という人

がいますが、はるかに車のほうが危ないです

よね。あるいは、自分がみずからやることに、

リスクを低く評価します。冬山登山も危ない

けれど行く。このように主観が入ってくると

安全と安心というのが必ずしも一致しなく

なります。 

 もう一つは、リスクとハザードです。これ

はどちらも日本語にすると危険という言葉

になりますが、私の専門でいいますとこれは

大きく違います。ハザードは絶対に阻止しな

いといけないのですが、リスクというのは、

場合によっては必要なこともあります。わか

りやすい例でいいますと、はしごを上るとき

に落ちたら危ない、踏み外したら危ないから

と上らせないと、その子は大人になれば、か

えってけがをするかもしれない。けれども、

はしごの段が腐っていて折れた、これはハザ

ードです。これは絶対にしてはならないとい

うことです。だから、設計者はハザードを絶

対してはいけない。それから、リスクはちゃ

んと見えるようにしておかないといけない。

段差も高い段差でつまずく人はいないです。

段差がないと思って数センチでつまずく、リ

スクとハザードは、そういう関係にあります。 

 それから、日常災害、非常災害については

先ほど申し上げたとおりです。この日常災害

という言葉が出てきたのは１９７０年代、東

京理科大学におられる直井英雄先生がつく

られた言葉で、専門用語としてはかなり定着

していますが、まだ広辞苑には出ていない状

況です。これが日常用語として定着するまで

は私は頑張りたいなと思っております。 

 それから、安全設計の基本である、フェイ

ルセーフとフールプルーフ。フェイルセーフ

というのは、もし何か失敗しても被害が拡大

しないようにということです。わかりやすい

例で車でいいますとバンパーがそうですか

ね。バンパーは別に事故を防止するわけでは

ないです。ですけれども、ぶつかったときに

衝撃を和らげる。フールプルーフというのは、

そもそも事故が起きないようにする。例えば、

オートマチック車ですと、ギアがバックに入

っていたらエンジンがかからないですよね。

電気洗濯機の脱水槽ですと、ふたをあけると

回転がとまる、電子レンジもふたをあけると

とまる、そういうような、いろいろ物にフェ

イルセーフ、フールプルーフという工夫があ

るということです。 

 きょうの講演に一番関係するヒヤリハッ

ト、これも後程スライドで出てきますが、ヒ

ヤッとした、危ない、もうすこしでこけると
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ころだったというのがあります。これは、実

はこけて大けがをする予兆になります。こう

いうのが何十回か続くと本当に大けがをす

るというようなことです。例えば、もう随分

前ですけれども、六本木ヒルズの自動回転ド

アで小学生が挟まれて亡くなったという事

故がありましたが、実はその前に３２件の同

様の事故があったのです。だけどそのまま対

策を施さずにいたら遂にきたという、こうい

う経過です。何件か起こったら、そこで対策

を講じればいいのですが、たまたまだという

ことでずっと対策を怠っていると、本当の大

事故が起きるというようなことです。その比

率として、この比率の数字自体意味がないの

ですが、ハインリッヒの法則というのもあり

ます。これも後でお話をいたします。 

 アクシデント、インシデントという言葉も

ありますが、ヒヤッとするのがインシデント。

これは航空機事故とか、鉄道事故なんかで最

近新聞でもよく出るようになりました。ヒヤ

ッとした、大事故には至らなかったけれども

危なかったというのをインシデントといい

ます。これは今、きちっと報告するようにと

いうことになっています。建築の分野では残

念ながら報告する必要がないとか、場合によ

ってはもう報告しないほうがいいとかで、ま

だデータが十分に表に出てきていないとい

うことがあります。インシデント情報の収集

を怠りますと大事故であるアクシデントに

至るということです。これは、建築現場では

かなり徹底していて、ＫＹ、危険予知とかい

うことで実施していますが、設計の分野、あ

るいは、日々の建物の維持管理の分野では残

念ながら情報が共有されていません。大手の

ビルのオーナーさんでも、東京で起きた事故

が大阪支店に全然伝わっていないというこ

とも現実に起こっているようです。 

 じゃあ、なぜ事故が起きるのか。デザイン

が、実は人間の行動法則とか、行動心理に合

っていないから事故が起こる。では、人間の

行動法則、行動心理はどういうものか、これ

が私のもともとの専門になります。これにつ

いても後でお話をします。 

 その中で余り聞きなれない言葉ですが、ア

フォーダンスという言葉があります。皆さん

今、椅子に座っておられますね。これは椅子

だから座るわけですが、例えば、ピクニック

に行った、さあ、お弁当を食べようというと

きに、無意識に座る場所、階段かもしれない、

あるいは、ただの石かもしれない。もともと

そのためにつくったのではないけれども、そ

れぞれ、もともと人間が、生物が持っている

環境がこういうことをできるよと、こういう

ことをしていいよというのを感じとること

ができる、そういう環境の資質のことをアフ

ォーダンスといいます。これについても後で

お話しします。 

 事故情報共有というのは、先ほどお話しし

ました。 

 最後に、建築事故予防ナレッジベース、こ

れは、建築の事故情報を共有する試みを実は

国が取り組んでいます。それに少しかかわり

ましたので、それについても御紹介したいと

思います。 

 今からお話しすることは、おおむねこの資

料に基づいておりますので、まずはお話を聞

いていただいて、帰ってもし興味があるよう

でしたらお読みいただいたらと思います。 

 さて、先ほど高齢化の話が出ましたが、こ

れはよく出てくる図です。高齢社会白書とい

うのがあり、日本の人口がついに国勢調査で

も初めて減ったという新聞報道が先日あり
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ました。どんどん減っていきますと２０５０

年には１億人を切っています。ところが、こ

の赤い塊が実は６５歳以上です。人口が減っ

ていくのに、この６５歳の塊は、多少は減っ

ているのですがなかなか減らない。したがっ

て、これ分のこれが高齢化率です。どんどん

高齢化率が上がっていって、ピーク時ですと

ほぼ４０％になるということです。ところが

建築基準法がつくられたのが昭和２５年で

す。まだ焼け跡が残っている、国土を早く復

興させないといけないというのが念頭にあ

ったときの法律です。安全という言葉、建築

基準法で検索してもほとんど構造の安全の

ことです。こういう日常安全の概念はほとん

どない法律だということがわかります。 

 人口動態統計というのが毎年出ています

が、これは最新の分です。実はお手元の資料

の数字、ちょっと間違っているところがあり

ます。合計は変わりませんので、ここだけち

ょっと見ていただくと、実は、これは建築災

害による死亡者数です。住宅と建築、非住宅

ですが、このように住宅ですと転倒が年間１，

４００人。外部も合わせますと年間２，００

０人ぐらいの方が転倒で亡くなっておられ

ます。感電はさすがにもう減り、ほとんどな

いぐらいです。溺水が多いのは、これは浴槽

で亡くなる、いわゆるヒートショック、急に

脱衣室が寒いのにお風呂の中は温かいとい

うことで、これはこれで大変問題です。 

 非常災害は、日常災害と比べたらぐっと少

ないということになります。日常災害だけで

年間多少前後するのですが、１万人前後の方

が亡くなっておられるということがわかり

ます。特にこの墜落する、転落する、転倒す

る。ここで墜落と転落を書き分けています。

これは、実は専門の分野では違う現象として

いて、墜落というのは自由落下です。ヒュッ

とそのまま落ちていくという感じです。転落

というのはまさに転がり落ちるですから、階

段から転落するというと、段を踏み外して、

段に沿ってゴロゴロと落ちるのが階段から

の転落です。階段からの墜落というのは、手

すりから乗り越えて吹き抜けを見ていてヒ

ユッと落ちるのが墜落です。しかし、マスコ

ミでは住宅のバルコニーから転落というこ

とで、ほとんど転落を使っています。ですが、

専門分野では墜落と転落とちょっと分けて

います。それにしてもかなりの数があります。 

 交通事故というのは、実は１９７０年が一

番多くて、２４時間以内で死亡、海外はもっ

と時間が長いので、日本はちょっと統計が甘

いと言われていますが、２４時間以内で亡く

なった方を交通事故による死亡者数として

います。１９７０年、大阪万博のころ、年間

１万６，０００人以上、交通戦争といわれた

ときですが、しかし、最近ですと４分の１に

減っています。もうこれ以上減らないのでは

ないかというぐらい減っています。人口がふ

えて車の台数が１９７０年当時と比べて恐

らく数倍にもなっているのに、事故がこれだ

け減っているということは、交通安全対策と

いうのは非常に効果を上げているというこ

とがわかると思います。 

 ところが、先ほどのように、住宅建築にお

ける日常災害の死者が９，０００人を超えて

います。もう交通事故よりも日常災害で亡く

なる人が２倍ぐらい多いです。これはあんま

り知られていません。国はこれに気づきまし

て、先ほど言いました建築事故予防のナレッ

ジベースをつくったりしておりますし、大阪

府さんも一時やっておられました。知事がか

わってなくなってしまいましたけれども、そ
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ういう取り組みをされていました。 

 先ほど言いましたハインリッヒの法則、こ

れはアメリカの保険会社のハインリッヒさ

んという人が自分の保険会社の契約者の事

故状況を調べたら、１人重症、死亡も含めて

重症の裏には２９人の軽症者があって、さら

に３００人の無症災害、ぽんとつまずいたけ

れどもこけなかった、コンと当たって痛いで

済んだというのがあるという法則がありま

す。また、ハインリッヒの法則、２つあるの

ですが、そのうちの１対２９対３００の法則

です。ここのインシデントがいっぱい起こる

と、次、アクシデントが起こる。アクシデン

トがいっぱい起こると次に死傷者が出るか

もしれなということを示しているのですが、

インシデントがいっぱい起きているのに放

ったらかしにしている。あるいは、起きてい

ることさえ知らない。いきなり死んだ、大変

だ。考えてみたら、調べたら同じような事故

がいっぱいあったということです。(図１参照) 

 

 

 

 

 

(図１) 

 ところが、このインシデント情報というの

はなかなか出てきません。そもそも報告され

ないことが多いのです。ところが、町を歩い

てみますと、いろんなところに注意書き、頭

上注意とか、トラテープを張っています。こ

れは恐らく何らかのインシデントがあった

ところ、あるいは、アクシデントがあったと

ころだろうという可能性があります。ですか

ら、こういう見えないインシデント情報を間

接的に示しているというふうに私は捉えて、

冒頭で言いました、コレクションを始めたわ

けです。ところが、思った以上に奥が深くて、

あんまりあり過ぎて、あんまり反応しなくな

ったパターンもあるのですが、まだまだ新種

が出てきます。それをいろいろ集めて、いろ

んなところに発表しているうちに、例えば、

国土交通省さんのナレッジベースに使って

いる写真、多くは私の写真ですし、後でも紹

介しますが、日経アーキテクチュアという雑

誌からもいろいろ取材を受けて、写真も提供

させていただきました。自分の資料、どんど

ん公開するというのが信条ですので、必要な

方は幾らでもお渡し、お分けいたします。 

 さて、人間の行動、よく知らないといけな

いということをお話ししましたが、視野と視

覚についてお話しします。 

 今、例えば、皆さん前の画面を見ていただ

きます。ちょっと客観的にどのあたりまで見

えているかなと見ますと、何かこういう楕円

形をしているなというのがわかります。右目、

左目、それぞれ一つずつカバーしているので、

やや横長の楕円形。こうしますとこの辺から

見えてきますね。実は、色は見えていません。

見えたら気になりますけれども見えていな

いです。この辺まできたら色がわかる。実は、

黄色という色が一番視野の周辺でもわかる

色だそうです。だから、黄色のトラテープと

いうのは実は合理的であると。昔の人は偉い

ですね、黄色が目立つというのは視野から外

れても見える色だということです。それで、

これはプリントにある図ですが、大体横長で

す。角度、左１８０度とか、ちょっとわかり

にくいですけれども、この辺が視野の中心と

考えています。人間の視点はやや下を向いて

います。ちょっと下のほうを向いています。

普通に歩いていると、上よりもやや下を向い
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ている、これは足元注意ということで自然に

そうなっているのだと思います。左右は、そ

れぞれ右目、左目９０度ずつ、かなりの範囲

をカバーしているのですが、この視野の外が

いわゆる死角と呼ばれるものです。この辺に

あると気がつかない、ゴンと当たる。建築現

場に行くと必ずヘルメット着用といいます。

私も現場に行くときに着用するのですが、工

事中の現場では必ずといっていいほど、コン

と１回当たります、鉄筋が出ていると、やっ

ぱり被っていてよかったなと。注意していて

も当たる、あるいは、つまずく。大体、視野

の外にあるものですね。あんまり、キョロキ

ョロしているわけにいきませんので、人間は

予定調和的に、多分パッと見て、このままい

けばこの先も平らだろうとか、突起物はない

だろうという予定調和的に動いています。そ

うでないと階段なんか上れないです、一段、

一段注意していたら上れないですね。注意し

たら逆に階段をおりるのが危なくなります。

無意識にトントントンと同じ調子で続くと、

そのリズムを崩すと転倒のもとになるとい

うことですが、視野とも関連して、この見え

る範囲で情報をとってこのまま平らが続く

だろうと思ったら体もそれに反応します。平

らだと思っているときに１センチでも段差

があると、もうそれで危ないですね。しかも

子供のほうが、視野が小さい。左右も小さい、

上下方向も大人と比べてこれだけ小さいわ

けですから、よく子供が頭を打ちますね、こ

ういうことも恐らく関係しているのだと思

います。 

 それから、これは工場とかで労働安全の分

野でよく出てくる図ですが、この範囲、この

網掛けのところが障害物があってはならな

い範囲というふうに決まっています。あと腰

のあたりでも別の図があるのですけれども、

ここですね、このあたりの横は、人間の一番

気づきにくいところだということです。これ

は建築の日常災害ともほとんど同じだと思

います。この障害物というのはスイッチも関

係します。ポンと当たってスイッチにさわっ

てしまうということも含めての障害物とい

うことだと思います。 

 それから、近道行動、これはもう大体皆さ

ん、想像つかれると思います。人間というの

は実は大変不精であります。できるだけエネ

ルギーを使わないでおこうとします。階段の

かわりにエレベーターを使う。これはいいの

ですが、今は減りましたけれども、昔、国道

４３号線なんかに、下に横断歩道がなくて歩

道橋だけかかっているところがありました。

要するに上に上がりなさいということです。

実はここで大変事故が、交通事故が多かった。

それは、ドライバーからしたら歩道橋がある

から、まさか下に人が歩いてくると思わない

ので、ブレーキに足をかけないままピュッと

走っていたら急に人が出てくる。歩道橋をつ

くっても誰も通らないという理由で、結局撤

去されたわけです。人間は、とにかく近道行

動する、使うエネルギーを減らそうとする本

能があります。それがこういう形で出てきま

す。これナゴヤドームのトイレです。駐車場

についたらまずトイレにワッと走っていく

うちにだんだんと、獣道ができてしまいます。

これはあるホテルですけれども、ひたすら一

直線、私もよく使うのですが、こうしている

と、通ることをアフォードするわけです。で

も、ドライバーにしたらびっくりしますよね、

こんな横からヒュッと出てくる。これですね、

これもお母さんの知恵ですね。乳母車、ベビ

ーカー、ちょっとでも近くと、またこれを見



- 7 - 

 

ている人は多分まねをするのだと思います。

人間の行動心理にあった歩道の設計をして

いないということです。あそこへ行こうと思

ったらグルッと回らないとだめだというこ

とです。(図２参照) 

 

(図２) 

 次に、アフォーダンスのお話をします。 

 例えば、こういう平らなテーブルは水の入

ったコップを置くことをアフォードすると

いう言い方をします。このアフォーダンスが

時々町で変なことを起こします。これは京阪

枚方市駅、幅３０センチぐらいです。ですが、

水平な幅のあるところは、寝ることをアフォ

ードする。寝るほうも悪いのだけれども、寝

たくなるような空間にするのもよくない。だ

から、これでここに寝るな、なんていうのは

デザインとしてあんまり上等ではないです。

子供というのはとにかくどこでも上ります。

これを前提に、裁判で１０歳以下は何をする

かわからんという前提で設計しろというよ

うに判例がほぼ固まりつつあるそうです。こ

れは大阪駅前第４ビルの横、エスカレーター

と階段があるのですが、エスカレーターにひ

っついて階段です。飲み切ったペットボトル

とか置いています。多分、エスカレーターを

乗りながら終わってポッと横の階段に置く、

１人が置くと、どんどんどんどん、置いてい

く。こういうような水平な面はペットボトル

を置くことをアフォードするということに

なります。掃除の人、大変ですよね。また置

いているわ、ということで、置くのも悪いで

すけれども、ちょうど置けるところにこうい

うことをデザインするのもどうなのかなと

いうことになります。(図３参照) 

 

(図３) 

これは、意味不明のデザインです。泥棒に

入ってください。これでセコムしていたら何

をしているんだということですね。縦格子の

牢屋はないですよね。動物園のおり、縦にし

たら猿は皆上に上がってしまいますよね。こ

れは旦那さんが、夜閉め出されても入ってこ

られるような隠れたコンセプトがあるので

はないかと。私でも乗り越えれそうで、立派

なおうちですけれども、大丈夫か、今どうな

っているかなということです。(図４参照) 

 

(図４) 
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これはイギリスで見つけたんです。向こう

は町にいろんな人がいるということで、これ

は２１世紀橋の下ですが、ちゃんとこういう

ふうにピラミッド型にして、拷問みたいです

ね、ここで寝たら痛いぞということです。座

ることもできない、物を置いても傾くという

ことで誰もいない。もう野暮な、座るなとか

要らないですね。座ることはアフォードしな

いデザインにした。でも座る気持ちがない人

が見たらああ、おもしろいデザインだなで済

むわけです。(図５参照) 

 

(図５) 

これはある地下街です。座らないでくださ

い、こんなので言うこときく人はいませんよ

ね。座ると前の看板が見えないということも

あって、そのあと、ステンレスのこんな鋲を

パンと打ち込んでいます。これで座る人はい

ないと思うんですけど、デザイン的にはどう

かなと。今度、これでこけたとき、ここで頭

を打って逆に危ないなんていうことが起き

ないかということです。(図６参照) 

駅のホームの階段の周囲と手すり、これも

どうしても平らになります。この上に手荷物

を置かないでください、落ちて下のお客様が

けがをするおそれがあります。当たり前のこ

となんですが、つい置いてしまう。怖いのは

ガラスの瓶ですよね。人に当たらなくてもガ

ラスが飛び散る、当たったら大変、あるいは、

服が汚れるということになります。こんなと

ころ平らにするから悪いんです。(図７参照) 

 

(図６) 

 

(図７) 

新大阪駅、もう今、改善されていますけれ

ども、紙を曲げてポワンポワンって感じです

ね、物を置かないでねという。ということは
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誰か置く人がいて事故が起きたということ

で、だからこれもインシデントの予兆だとい

うことですね。(図８参照) 

 

(図８) 

 じゃあ、どうしたらいいかということです

が、後で出てきます。 

この写真は、安全な状態での再現実験です

けれども、横桟ですね。横桟の手すりにする

と子供はおもしろがって上ります。しかし、

子供というのは重心が高いですから、グュと

重心が上を越えた途端、前にクルリと回って

落ちるということがあります。遊園地に行き

ますと、危険、柵に上らないでねと、この字

が読めるぐらいの子やったら多分上らない

と思うんですけれども、難しい漢字使ってい

ます。(図９参照) 

 

(図９) 

 

それから、こういうマンションの吹き抜け

周り、ここは矛盾するんですね。バリアフリ

ーのために手すりをつけなさいと。そうする

と、後でも出てきますが、床面から手すりの

上端まで建築基準法に書いています、１１０

センチ以上という規定があるんですが、ここ

に足をかけると、これがわずか５０センチぐ

らいになってしまいますね。そうすると危な

い。これも上らないでと書くと上る子が出て

くるんです。魚つり禁止ということは、ああ、

魚がいるんだなというようなことと一緒で、

通り抜け禁止ということは、ああ、通り抜け

できるんだなとか、逆によくない場合もある

んです。ですから、結果的に後でこういうア

クリルの板をして上れなくすると。これはも

う後づけのものです。設計者としたら不本意

だと思います。でも、子供が上ってヒヤッと

したというのが恐らくあったんでしょう。ど

うも建築家は横桟のほうが好きみたいなん

です。(図１０参照) 

 

(図１０) 

 これもある住宅で、ドキッとして撮ったん

です。これ吹き抜けで下は玄関です。こんな

ところに椅子を置いている。これは、１１０

センチ以上あっても子供は椅子に上ります。

それにこれは穴があいているんです、足が掛

けられます。ここで「ちょっとお母さん買い
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物に行ってくる」と小さい子供を放っていけ

ますか。私はとても怖くて。(図１１参照) 

 

(図１１) 

 これは新大阪駅です。大分前のスライドで

す。これは新幹線のホーム、これは柵と車両

の間を通り抜けないようにこういう柵をつ

くったら、今度ここに座る人が出てきます。

危ないです、腰をかけないでください。これ

でも座る人はいます。ＪＲはどうしたか。座

ることをアフォードしないデザインに変え

ました。こんな卵をつけて座ったら痛いよう

にしました。でも、これもデザイン的にもう

一つなので、最新バージョン、もう最新では

ないですけれども、最新バージョンは斜めに

して座れない。座ったらホームに滑り落ちる

ようにしてある。ここまでしないと座るのか

ということです。(図１２参照) 

 

(図１２) 

 これも知っている人は知っている有名な、

もうなくなりましたけれども、東京の西新宿

に行く地下道にありました。ここはちょうど

ダンボールハウスをつくるのにすごくいい

空間。スペース的にも風も吹かない、暖かい

ということで、建築家になったらすごいなと

いう立派なダンボールハウスにもあったん

ですが、行政にしたら、これはもうけしから

んということで、当時の東京都はここにアー

トをつくりました。アートかもしれないけれ

ども、どう見ても座らせないように、座るこ

とをアフォードしないですね。斜めというの

は有効なんですね。アートというなら、もう

ちょっとと思いますが、何度聞いてもアート

だというふうに強弁していたわけです。アー

トを大義名分に追い出すという、私は個人的

には好きではない方法です。(図１３参照) 

 

(図１３) 

 これはある大手企業の本社ですけれども、

ここは賢いです、設計者が賢いですね。水平

にしたら座る、空き缶を放置される、最初か

ら斜めです、座る人いません、缶を置く人も

いません。関係ない人はああ、斜めでおもし

ろいな。座ろうと思う人はああ、ここ座れな
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いなという、非常にすぐれた、人間のことを

よくわかっているデザインだということで

す。(図１４参照) 

 

(図１４) 

 これは地下鉄の太子橋今市駅です。また、

ここを上る人が出てくるんです。ここがステ

ンレスで、何をしに行くのか知りませんけれ

ども上って遊ぶんですかね、ですからこうい

うのを後づけですね。(図１５参照) 

 

(図１５) 

 もうなくなりましたけれども、道頓堀で阪

神が優勝したら飛び込む戎橋ですか、飛び込

むために欄干の外に実は幅１０センチぐら

いの水平部分があります。そこから飛びおり

るので死亡者が出たと思います。翌年ですか、

その欄干のところを斜めにして、足が掛けら

れないようにしました。斜めというのは結構、

角度を間違えるとだめなんです。４５度まで

は耐えられます。ですから、それよりもきつ

くしないとだめです。 

 階段、これはここにもし設計する人がいた

らぜひお願いしたいです。こういうデザイン

が好きな方がいます、壁紙だったらこういう

ふうに上手につなげますが、御影石ですから、

どこに段があるかわからない。私でも一瞬ハ

ッと思います。これは目の弱い人は、多分平

らに見えるそうです。とても危ない。平らだ

と思って踏み出したら実は階段だった。これ

ほど危ないものはないです。そのうち、段鼻

を黄色に塗られるはずですが。(図１６参照) 

 こういうのは東京理科大学の直井英雄先

生がいうところのトラップ、罠のデザインだ

と、ひっかけのデザインだというふうに言わ

れています。絶対してはいけない、落とし穴

と一緒です。 

 

(図１６) 

これも東京のホテルですが、初めて泊まっ

たときヒヤッとしました。皆さんわかります

かどうなっているか。反対側から見てみまし

ょう。意味不明、ここを上っていけというこ

となのか、逆から見たらもう本当に怖いです。

ぼっと友達と話をしていたら落ちますよ、こ
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れでは、何が危険なのか分からない。 

(図１７参照) 

 

(図１７) 

 それから、これは病院です。踊り場をとっ

ているのはいいのですけれども、これはユニ

ットの階段なんですが、何かそのまま張って

いるんです。段が続いているかのような錯覚

に陥ります。病院ですよ、何でこんなことを

するのか、紛らわしい。(図１８参照) 

 

(図１８) 

 これは、危ないです、居酒屋が入っている

ビルに多いです。１段目はこう、入らなかっ

たんでしょうね、壁を伸ばせばいいのに、入

らなかった。これは予定調和を破るデザイン

ですね。まさかここから段が始まっていると

は思わないので、こう下がったらバッと落ち

てという。これは結構あります。誰か落ちた

のか、こういう手すりを後でつけています。

こうしないと階段の踏み面が違反になって、

違反したほうが安全じゃないかと思います

が。(図１９参照) 

 

(図１９) 

 これも、ある公共施設ですが、自動ドアで

す。余りにも近い。こんなところから始まる

のでとがっている。これは逆から見たほうが

怖いかもしれない、こんな感じです。二、三

人で入って、一番端、押し出された人が、左

足を落として転落するではないか、あるいは、

したんではないかというのがこのトラテー

プですね。(図２０参照)  

 

(図２０) 

これは東京の、大手町に行く地下道の途中

にあるのですが、ここに足元ご注意ですか、

どこを注意しろ、ああ、ここかと思ったら実

はここです。このように開口部の下に段をと

るのは絶対にしてはいけない。(図２１参照) 



- 13 - 

 

 

(図２１) 

これも何かよくわかりません。これは、推

測するに階段の蹴り上げは一定でなければ

ならない、このために半端が出てしまった。

現場でうまく合わせられなかった、傾斜地と

いうこともあるのですが、そこで、台車を、

搬入用の車両も入れなあかん、複雑な、これ

は何かわかりません。(図２２参照) 

 

(図２２) 

 これも階段ですが、ほぼ踏み面全体を黄色

く塗っています。ここで誰かこけたのかな。

これでインテリアが台なしになってしまう

わけです。しかもこれがよくないのは、黄色

が重なってまた段に見えなくなる。ちょっと

幅太過ぎということで、管理者は一生懸命塗

ったのですが、このぐらい黄色を塗っておい

たら大丈夫だというのが裏目に出るかもし

れない例です。 

踊り場の途中に段をとるな、これは防災評

定でも、避難階段でこれは、原則するなと指

摘する例ですが。火事から逃げてきてここで

つまずいてけがするという、これも多いです。

これなんか気をつけないと。住宅でもこうい

うのが多いのですが、気をつけないといけな

いということで、このような事例もいっぱい

あります。(図２３参照) 

 

(図２３) 

 これは肥後橋あたりだと思いますが、なぜ

か段差があってこういうポールを立ててい

る。(図２４参照) 

 

(図２４) 

 これは床に１段だけ段差があるんです。で

も、ここに来る人は先のほうを見て床は誰も

見ていません。しかも床面が光っていますか

ら、本当にこの黄色の線がなかったら段に気

づかないということになります。(図２５参照) 
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(図２５) 

これは実際に私がヒヤッとした所です。ホ

テルのロビーです。柱も写っています。きれ

いに塗り分けています。色の対比でいいデザ

インかなと思っていて、しばらく行くとヒヤ

ッとしたんです。反対から見るとここに階段

があるんです。よく見ると段差注意と書いて

ある。これ、電動車椅子が危ないんです、と

まらないので、あっと気づいたときはもうブ

レーキかけても間に合わない。もう一度見て

ください。どう見ても段差があるように見え

ないですね。人間というのは目の前に何か目

を引くものがあったら注視点といって視野

がぐっと狭くなります。そうすると死角がふ

えます。さっきまで見えていた床のところが

見えなくなります。(図２６参照) 

 

(図２６) 

 

これは博物館です。ここにすごい展示があ

る、ワッと思って近づくと、ここ段差がある

んです。段差注意の表示は見ず、普通こっち

を見ますよね。危ないです、実際誰かこけた

んだと思います。(図２７参照) 

 

(図２７) 

 これも新宿ですね、地下から出てきて、ま

ず暗いところから出てきたので明順応がつ

いていかない。それと、高いビルだなと思っ

たら、ここに段差がある。これも罠のデザイ

ン、トラップのデザインですね。こういうふ

うに、こんなところに多分雨が入ってこない

ようにということでしょうが、これは本当に

危ないなと思います。(図２８参照) 

 

(図２８) 

 それから、これは実はこういうデザインを

日経アーキテクチュアに示したら、うまいネ

ーミングをつけてくれました。 
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「おまけの一段」これは要するにトントント

ンとおりてきて、二、三歩歩いたらもう段差

ないな思って３歩ぐらい歩いたらおまけが

あったということです。(図２９参照) 

 

(図２９) 

これも、もうないなと思ったらおまけが２

段ついていました。これは立派なおまけがつ

いていまして、五、六メートル歩いてからお

まけが出てくる。ものすごく危ないので、こ

ういうふうにさらに直しています。 

 

これが三方枠の下にある段差です。ここに

段があると思わないから、こんなの誰が見る

かということですね。(図３０参照) 

 

(図３０) 

 これも外部から雨が入らないようにして

いますが、ここは絶対してはいけない、足元

注意と、ほぼ例外なくこのデザインをすると

これがセットでついてきます。(図３１参照) 

 

(図３１) 

これも通り抜けられると思ったら、ここに

段差がある。(図３２参照) 

 

(図３２) 

これなんかも家電量販店です、ビエラとか

書いているところに段をとっているという。

(図３３参照) 

これなんかもヒヤリハットの経験もおあ

りじゃないでしょうか。さあ、一杯飲もうと、

席はあいているかなと思ったら段差がある。
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あるいは、もうほろ酔い気分でお勘定と払っ

てから、実は段があった。物すごく危ない、

段差ありと書いていますけれども。酔っ払っ

ているとき特に危ない。(図３４参照) 

 

(図３３) 

 

(図３４) 

 これは、ある鉄道駅、これは危ないです。

エレベーターを出てすぐに段があります。特

に車椅子の人は危ないです。前から入って後

ろから出ます。まさかこんなところに段があ

ると思いません。どうしてこういうデザイン

するのか、全く理解できません。(図３５参照)  

これもそうです。エレベーターを出てすぐ

階段。予定調和を破るデザインということに

なります。(図３６参照) 

これは、ここからスロープが始まっていま

す、ですが床が一緒で明るいです、こっちの

ほうを見てしまいます。そうすると、この辺

に床があると思ったら実は床はもう数セン

チ下です。いわゆる空踏みして危ないです。

逆ですと、床は下だと思ったら、思ったより

数センチ上なので、今度はつんのめります。

いずれにしてもスロープと床の境目がわか

らないのは非常に危ないということです。 

(図３７参照) 

 

(図３５) 

 

(図３６) 

 

(図３７) 
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外部空間にもこんなのがいっぱいありま

す。デザイナーが見たら嫌がると思いますが、

本当にわからない。(図３８参照) 

 

(図３８) 

 近道行動、こんなふうに芝生にしても絶対

踏まれるに決まっています。ここで足をひっ

かける。(図３９参照) 

 

(図３９) 

これも足元です。もともと見えなかったの

で、後でこういうのを足しています。 

(図４０参照) 

これもそうですね、近道しようとして、手

すりを信じて行ったらこんなところにこれ

だけ出ていたということです。(図４１参照) 

 これも何か展示の台だと思いますが、こう

いうのを置かざるを得ない、見えなくなりま

すね。(図４２参照)  

 

(図４０)  

 

(図４１) 

 

(図４２) 

これも、これはおまけの１段プラス近道行

動で足をひっかけます。ダブルの危険です。 

(図４３参照) 
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(図４３) 

 これは、私がひっかかったところなんです

が、上は丸いと信じて歩いていたら、めちゃ

くちゃ痛かったです。ユニットなので、鉄骨

Ｈ型鋼のフレームを置いてぽんと置く、駅の

キヨスクですが、上は丸のほうがぶつかり防

止、下は直角のままということです。 

(図４４参照) 

 

 (図４４) 

これは、ここの材料がそのままなので、こ

こに風があるからいいですけれども、無風の

ときは鏡のようで、ジャバジャバと入ってい

く人がいたのでこういうのを、これでまた維

持管理費、手間がかかりますよね、月何万円

もかかります。いっぱいあります。 

(図４５参照) 

 

(図４５) 

 これは東京の高齢者のための施設です。水

深２センチぐらい。ここに何て書いてあると

思いますか、池に入らないでくださいと書い

てある。入りたくて入る人はいない。知らな

い間にジャブジャブと入ってしまうんです。

結局こういうふうに置いているという。 

(図４６参照) 

 

(図４６) 

 これはもうよくある失敗です。よくこうい

うところをバイク置き場にすると頭をぶつ

けるということです。これはもう高さ不足、

人間の身長をちゃんと考えずに計画すると
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こういうことが起こるんですね。こういうの

はフェイルセーフですね、ぶつかることを防

ぐんじゃなくて、ぶつかっても痛くないよう

にする。黄色にするというのはぶつからない

ようにということですが、バイクを押してい

る人はこんなところは見えませんから、結局

余り意味がないということになります。 

(図４７参照) 

 

(図４７) 

 

 これも、これはすごかったんです、この人

すごいんです、もうここにあるのを知ってい

るんです。ヒュッと神わざのように。初めて

ここでアルバイトした人は、二、三度は痛い

目に遭うだろうなと心配いたします。 

(図４８参照) 

 これは、ある地下道の天井にあるんです。

これは何で飛び出ているのか知りませんが、

頭上注意、これは意味ないですね、落石注意

と一緒で、もうどう注意したらいいんだと、

ぶつかってからああ、そうかというような視

野外です。結構高いんですけれども、１８０

センチを超える人はぶつかるんじゃないか

と、やむを得ずこうなったのかなということ

です。(図４９参照) 

 

 

 

(図４８) 

 

(図４９) 

 これは大変多いパターンです。階段下を有

効に使おう、電話ボックス、頭を打つという、

普通のごくよくあるケースです。電話をかけ

ていたらもう忘れてしまいますよね。実は、

私の家も階段の下、こういう三角の扉になっ

ています。扉を開けたときは三角だというの
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はわかっているんですが、用事が終わったと

きはもう忘れて、ガンと打つという。自分の

なれた家でもこうですから。 

 これは、下のほうは、十分あっても上がっ

てくると高さが足らなくなる。行くなという

こと。(図５０参照) 

 

(図５０) 

 これは、ぶつかるほうもちょっと悪いかな

という気はしなくもないんですが、これは、

階段の下に椅子を置いて休憩しているんで

す。起きたら多分打っていただろうと、だか

ら頭上注意ということです。これでけがをし

たら誰の責任になるのかよくわかりません

が。(図５１参照) 

 

(図５１) 

 これは某フェリーターミナル、ここはトラ

テープのショールームみたいなところで、も

うすごいんです。ここ、はかったら１８０セ

ンチでした。この人の身長がわからないんで

すけれども、全然寸法が足らないですね。こ

こで誰かが頭を打ったのか、危ないと思った

のかという、そういうことです。(図５２参照) 

 

(図５２) 

これは意味不明、これは実はさっきの階段

の踊り場に踏み板を使っているのと同じ病

院です。手すりを信じていったら頭に当たっ

て。こんなデザイン要らないと思うんです。 

 これはドライエリアになっています。トラ

ップですね。お年寄り、頭をこうしていたら

絶対にぶつかるという、危ない。ついでに言

いますと、小さい子供さんがいるところは、

すき間から落ちるとか、足をかけるという心

配も出てきます。 

 

これこそ意味がわからない。もともと高さ

が足らない。推測するに、何か横殴りの雨の

ときに傘がないと通れないので、多分、防煙

垂れ壁みたいなのをつけたんですけれども、

それで頭を低くし過ぎた。頭上注意、本当に

低い、この人でも頭を打つ高さです。どうし

てこういうことをするのかが、現場で気づく

と思うんですけれどもよくわかりません。 

(図５３参照) 

 これも、ここでチケットを買うのですが、

ここでゴンと打つと。ここに注意書き、でも
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何の意味か多分わからないと思います。これ

は物すごく多いです、このパターン。何を注

意したらいいのかなと上を向いたら多分だ

め。(図５４参照) 

 

(図５３) 

 

(図５４) 

 これは鉄道駅ですね。エスカレーター、こ

んなところに、だからクッション材をつけて

います、ホームセンターで売っている。多分

誰かぶつかったんでしょうね。私が当たるか

というぐらいですね。この棒を取りつけた可

能性があります。ちょっとそれはわかりませ

ん。(図５５参照) 

 これも大変多い。こういう斜めの連続です

ね。これは、耐震性があるということでよく

こういう斜めの柱を使うんです。ここは斜め

だけじゃなくて白い柱にしています。白は、

はやりです、大好きです、デザイナー、です

けれどもしばしば見落とします。そのためず

らずらずらっと鉢植えが置かれて余計な出

費、見苦しいですね。(図５６参照) 

 

(図５５) 

 

(図５６) 

この分野は一番コレクションをしており

ます。もう構造的ブレース、ここ吹き抜け、

のぞけるんです。のぞいてポンと頭を打つ。

だから、ここにプランターを置いているとい

うことです。(図５７参照) 
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(図５７) 

 これはある鉄道駅です。これは、雑誌に模

型が載っときに、私は、学生に模型の段階か

ら「絶対ここクッション巻くよ」と言ってい

ました。(図５８参照) 

 

(図５８) 

 

これもバンパーと一緒です。ここに、柱が

あるよということは何遍も言っている。ぶつ

かったときに痛くなるよというだけです。向

こうもです。多分早く並ばなきゃといって子

供連れて、ガンと子供がぶつかるとか、いろ

いろあったんでしょうね。 

 

これだけ集めてくると予測能力がつくん

です。ですけれども、後で言います、ナレッ

ジベースをずっと見ていると皆さんも能力

がつきます。 

これもデザイナーは、全く悪気ないのです

が、ここある施設、大きな三角形のこういう

開口をあけているんです。立面図で見たら格

好いいです。大きな開口部ですけど、ヒュー

マンスケールで見るとここで頭を打つとい

うことで、結局看板を置いてまたプランター

ですね。安全なデザインをすると花屋さんは

もうからなくなるかもしれない。(図５９参照) 

 

(図５９) 

 これは、細い柱ですね。これも暗いところ

から出てきて真っ白です、天気がいいと見え

ない。ここ目の高さにトラテープを張ってい

る。デザイナーは白いもの、細いもの、大好

き、透明大好き、ピン角大好き。まぶしいん

ですね、暗いところから出てきて、ああ、ま

ぶしいなと思ったら気がつかない。 

(図６０参照) 

 

(図６０) 
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これは照明のショールームですが、ここの

柱にクッションを巻いていました。照明に気

をとられて柱にぶつかると。このアイコンで

す、これはよくできているアイコンですね、

まさにこういう感じですね。(図６１参照) 

(図６１) 

 これはある地下街の防火区画のシャッタ

ーの柱、また、ステンレスの柱です。今は、

ちょっと変わって、何か茶色いクッション材

を巻いています。ここに点字ブロックもある

ので、ちょっと視覚障害の人は危ないなとい

うデザインですが、ステンレスというのは背

景に溶け込みやすいので、結局こういう表示

をつけないといけなくなります。(図６２参照)  

 

(図６２) 

これも、何があったのか、改札出てすぐの

ところ、完全防備しています。行政からする

と、このぐらいしないと、また何か事故が起

きてしまうということでしょうけれども。 

(図６３参照) 

 

(図６３) 

これは、茶屋町に行く途中のところで、近

道行動をして、よくぶつかるので黄色のポー

ルを立てています。これにぶつかる人はさす

がにいないと思いますが、これがないと出会

い頭で、みんなぶつかってしまうということ

が推測される例です。あるいは、ここでつま

ずくという可能性も、あるかと思います。 

(図６４参照) 

 

(図６４)  

これは何かわかりますか。透明ガラスが危

ないのは、暗い方から明るい方を見ると、ガ

ラスの存在が非常にわかりにくくなるから

です。これは、自動扉ですが、自動扉らしく

なく見せています。皆さん、自動扉が壁に見

え、その両側のガラス面が通れると思い激突

してしまう。それで、ここを通らないように

プランターを置いているのですが、今度は、
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外から見るとどこが入り口かわからない。透

明建築ほど不透明になると、学生にも言って

いますが、大体竣工後、３カ月ぐらいしてい

くと、張り紙のオンパレードというのが通例

です。(図６５参照) 

 

(図６５) 

 これは子供が一番危ない。ダッと走ってい

きます。大人は経験上、走り抜ける人はほと

んどいませんが、子供はパパパッといきます。

ぱっと見たら、ここを通り抜けれそうな気が

します。ここによく小さなポッチがあります

が、大体、大人の目の高さにしているので、

子供にはあんまり見えない。かといって、こ

こに何かキャラクターのシールを張るわけ

にも、デザイナーが許しませんので、これを

どうしたらいいかというのは本当に難しい

ところです。(図６６参照) 

 

(図６６) 

これは壁際にポンとつけた鏡に通路が映

って、通路がそのまま続くと勘違いします。

左に行けると思ってぶつかる。だから、こう

いうのをつけている。トリックアートみたい

な感じになるわけですね。(図６７参照) 

 

(図６７) 

 さて、ちょっと屋外ばっかりになりました

が、住宅を含め、階段というのは実は非常に

危険をはらんでいるということ。事実、転落

事故が多いというのは冒頭でお話ししまし

た。特に手すり。手すりというのは、これま

たデザイナーは嫌がります。手すりは極力つ

けたくない。だけれども、バランスを崩した

ときに、手すりがなかったらどうなるかとい

うことを考えると明らかです。 

 これはある有名建築家の自信作です。幅が

違反なのですが、それはいいとして、手すり

がありません。ここでもし、バランスを崩し

たらどうなりますか。落ちるしかない。ウッ

と手で両壁を突っぱるのも、ちょっと難しい。

そんな元気な人だったら大丈夫ですね。これ

は、実は建築学会賞をとった住宅です。ちょ

っと裏話がありまして、雑誌に載ったときは

これでした。でも、実は今、建築基準法の施

行令第２５条で、階段には絶対に手すりをつ

けないといけないとなっています。建築学会

としては、違反建築は審査できないというこ
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とだったので、急遽、後からつけたのですが、

ところがつけたら、いいデザインなんです。

最初からつけたらいいと思うのですが、論理

としたら自宅だから構いませんということ

らしいです。だけど、もし、子供が友達を連

れてきて落ちたらどうなるかということも

ありますし、それよりも痛そうですね、落ち

たら。危ない、危ないということです。 

 さて、建築基準法の話をしましたが、実は

２０００年の改正のときに、施行令第２５条

も改正されました。実は、改正前から階段の

手すりは要ることになっていたのですが、表

現が曖昧でした。今は明確化しましたが、さ

あ、これは合法か違法かですが、これは今の

基準法に照らすと違反です。それは、落ちる

側に手すりをつけないといけない。壁側に落

ちるはずありません。だから、転落だけじゃ

なくて墜落防止の役割を果たしているわけ

です。ですから、手すりを持たずに、こっち

を歩いていたら、こっちに落ちるじゃないか

ということです。ついでに言いますと、小さ

い子供がいるとこんなのはとても危ない。雑

誌に載っているのを見ますと、こういうとき

によくネットを張っています。それなら最初

からやっておけばと思うのですが、これは壁

側に手すりがついているというのは、厳密に

は違反です。 

 これも違反です。これで多いのは、８割、

９割方、ここにクッション材をつけます、間

違いなく。これもこちら側に落ちるので、こ

こにつけて手すりですというのは、だめなの

ですが、住宅関係の雑誌を見ると、相当な割

合で違反が載っています。建築行政、やや機

能していない。悪質な人は、検査が終わって

から外す人もいる。それは論外として、堂々

と載っているというのがあります。自分は落

ちないという、何か根拠のない自信がある方、

さっきのボードのリスク、安全と安心の違い

ですね。安全じゃないけれども安心している

ということです。 

 これは、教科書から抜いてきたのですが、

階段はいろいろあります。不動産の方に聞く

と、らせん階段はあかんと言っていました。

でも、若い人に人気があります。らせん階段

のあるロフトに住みたい、若いときだけです。

２階に寝室がありますが、どうやってベッド

を持って運ぶのかということです。それから、

２階に浴室とか寝室がある。スキーで足の骨

を折った。友達は玄関まで送ってくれますけ

れども、そこまでです。寝るのは、下で寝る

として、トイレが上にあったらどうするのか

ということになります。不動産屋ではらせん

階段しかない場合は、ちょっと家賃がそんな

にとれないみたいなことを一度聞いたこと

があるのですが。 

もう一つは、これは階段の１段の高さは一

緒ですけれども、外回りと内回りでいわゆる

段の幅、踏み面が違うので、上から人がおり

てきたので、好意で譲ってあげた、でも足が

さっきの踏み面を覚えていて、踏み外すとい

うことです。 

 いろいろある階段ですが、じゃあ、住宅で

はどういう階段が多いかということですね。

ここでちょっと皆さんにクイズです、知って

いる方は言わないでくださいね。週末に住宅

のチラシが入ります。いろんな階段がありま

すが、大体これのどれかのパターンがほとん

どで、実はこれは日常安全の分野ではどれが

最も危ないかちょっと考えてみてください。

多分皆さんの予想とちょっと違うところが

出てくると思います。 

 答え出していいですか。階段の安全性を見
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るときはまず、リズムが狂わないかというの

を考えます。トントントン、最初二、三段で

覚えたリズムでそのままずっと上がれたら、

すっと上がります。そういう意味では意外と

これは安全です。ですが、それより安全なの

はこれです。ここで半分折れ曲がるので、万

が一足を踏み外しても半階しか落ちない。こ

れは最後の１段で、もし踏み外したら下まで

落ちるということです。そうすると、この途

中でリズムが狂う、この３つがどうも怪しい

ということですが、これはまだ大丈夫、落ち

ても３段。似て非なるのはこっち。落ちたら

１０段ぐらい、これは絶対だめと。これはだ

めだけれども死ぬことはないと。これは微妙

でここが危ないし、下手すると半階くらい落

ちてしまうということで、相対的にはこれが

一番いいということですが、現実には建て売

り住宅は狭いですからこれが圧倒的に多い

と思います。ハウスメーカーさんなんかでこ

こにちょっと段を工夫して落ちにくい段を

つくっているところもありますが、基本はや

っぱりこれだということになります。もし、

これから住宅を買おうと、今週見に行こうと

いうときは、階段という視点もちょっと、考

えてもらえたらと思います。(図６８参照) 

 
(図６８) 

墜落防止の手すりということですが、これ

は先ほどちょっとお話しましたが、これは基

準法に書いていたり、公営住宅法で規定して

いるものとか、いろいろありますが、これは

実は授業のスライドそのまま使わせていた

だいています。公営住宅なんか絶対守ってい

ると思いますが、有効です。芯々でもいいで

すけれども、有効１１センチ以下ですね。こ

れはちゃんと合理性があって、自分で、はい

はいできるというのは６カ月以降とか、その

ぐらいの子供の頭の幅、前後の幅をはかると、

ゼロ歳児で１１センチより狭い子は、まずい

ません。いたとしても、統計上、１万７，０

００人に１人と極めて少ないので、この１１

センチなかなか私はよくできていると思っ

ています。誰が考えたのか知りませんが、よ

くできたものです。怖いのは頭が通ると胴も

通ります。ですから、頭を通さないというの

が絶対条件ということになります。 

 また、たまたまですが、覚えやすいのは手

すりの高さ、そのちょうど１０倍の１１０セ

ンチ、これも成人の男性の重心というのは大

体、普通の人はおへそのちょっと上ぐらいに

あるらしいです。靴をはきます、数センチ高

くなります。手すりが重心より下にあると、

前にいったときに船の転覆と一緒ですね、前

にこけてしまうので、乗り出しても復元する

ように、重心が手すりを越えないようになっ

ています。重心が１１０センチを超えたら、

相当身長が高い人になります。 

 あと、子供というのは、大人と違うので９

センチとか、こういうすき間から落ちること

があります。首が宙づりになることがありま

す。９センチと法律で規定されたものではな

いのですが、何かの経験的にこういうことを

しているのだと思います。 

 こういうのはよくありますね、すき間。足

を踏み外す危険性が、こっちのほうが危ない
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かもしれないですね。それから、ここでは書

いていませんが、ここから１１０センチとり

ましたといっても、ここからはかると１１０

センチない場合があります。あくまでこの足

がかかるところから、はからないといけない

となっているので、竣工検査にひっかからな

いようにしていただきたいということです。

こういうふうに足がかかるところから１１

０センチ。すのこを、敷く場合もここから１

１０センチ。これ基準法で書いているのは大

体最低基準なので、ちょっと多目にしておい

たほうがいいです。私は、設計業者にいたこ

ろは、手すりの高さ１１５センチにしなさい

と言われました。それは、施工誤差も含めて

１１０にしておくと、１０９センチ５ミリな

んていうところがあります。運悪く検査でそ

こをはかられたら、手すりつけ直しなんて言

われますので、５センチぐらい安全に見てお

いたら施工ミスやといえますよね。安全を見

ておくという意味でこういうのがあります。 

 ちょっとさっきの理屈を言いますと、この

１．１メートル以上というのは、成人男性の

平均重心高は９０センチだそうです。標準偏

差等を考えると、標準偏差の４倍足す、ちょ

っと難しい話になるかもしれません。要する

に、重心が１０９センチ以上になる人は１万

７，０００人に１人と、超長身の人なので、

そういう人まで考えて設計すると設計でき

なくなります。ドアの高さとか。大体このぐ

らいにしておけば、ほとんどの人は落ちるこ

とはないという前提になっているようです。 

 それから、あと子供ですから、よじ登りま

す。これは研究されている方、登ることをア

フォードしない。どうしたら子供は登っても

落ちないかということを研究している人が

つくられた基準のようです。これは一般化さ

れていませんが、探せば出てきますので、特

に子供が主に使用する施設は、これを知らな

かったでは済まない時代。裁判になったとき

に、こういうのが探せば出てくるのに知りま

せんでしたというのは、多分、合理的に予見

可能であるということで、裁判では必ず負け

ます。特に１０歳以下の子供が使う施設では

気をつけないといけないということになり

ます。保育園とか幼稚園を見てみますと、当

然ですけれども、縦格子ですき間も十分狭い、

子供が絶対落ちないようにしていること、こ

れはもう基本ですね。私は横桟が好きだと、

保育園、幼稚園では絶対許されないはずです。 

これもマンションですが、廊下の共用部分

がなぜか吹き抜けになっています。こういう

ところも当然、縦格子ですし、ここから、は

かって１１０センチということになります。

牢屋、動物園のおりと一緒です。横桟にした

ら上ることアフォードすることになります。 

 すぐれた建築家は、それを逆手にとって、

じゃあ、縦格子でどこまで美しくできるかと

いうのを追求する。これは豊田市美術館で、

非常にきれいです。きっちり１０センチピッ

チから安全側ですね。もう手すりも洗練した

ら、縦格子もここまで京の町屋の格子みたい

なぐらいプロポーションを考えて、考えると

こういう美しい手すりになる。(図６９参照) 

 

(図６９) 
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 さて、テレビ番組でビフォーアフターとい

うのがあります。それにちょっとひっかけて

みました。どういう意味かというと、私が行

って、新しい建物ができて写真を撮ります。

数カ月後に行くと対策を講じている場合が

あります。その例を幾つかちょっと見ていた

だきます。皆さん、どういうアフターになる

か、ちょっと想像してみてください。 

 もうおわかりですよね。工事中で、これ、

竣工間際ですけれども、既に危ないなという

ことで、トラテープが張られています。危な

いところ、ここです。子供の高さです。網を

最初からデザインしておけばいいという。 

 これはちょっと番組にはならないビフォ

ーアフターですが、これは横にはフェリータ

ーミナル、さっき立ったら頭を打つ人が座っ

ていたところです。これはもっとひどいです。

これはベンチです。ベンチの上に構造部材が

きています。これは真下に座ったら頭がずれ

たら鎖骨が折れるけれども、恐ろしい、座っ

ていると気づきませんよね。外して座ってい

ても、好意で席を譲ってあげて立ったらとか、

もう考えたら怖いです。(図７０参照) 

 

(図７０) 

これは随分前に、１０年ぐらい前に撮った

写真ですね。つい先日、私、横浜に出張して

２時間ぐらい時間があったので、今日のため

に撮ってきました。ここ座れなくなって、頭

が届かない。この椅子、実はあちこち置いて

あったのをかき集めて、デザイナー、外国に

いるので来たら驚くと思います。こういう、

これも大分とれかけていますね。きっと大変

なことがあったのだろうと思います。もちろ

んここ座るなというふうになっています。 

(図７１参照) 

 

(図７１) 

 これ、実は日経アーキテクチュアに伝えた

ら、取材してくれたのですが、西梅田にある、

ある商業施設の最上階付近にレストラン街

があります。薄暗く、もう店がいっぱいあっ

て目移りします。ここは車椅子用のスロープ

なのですが、ここに階段があったんです。転

倒者続出ということで、急遽、仮設の階段を、

スロープ、ポコポコでした、板でポコポコ、

ビニールシートをかぶせて、また、高いプラ

ンターを買ってきて足元に注意と。数カ月後

に行くとスロープにしていました。最初から

こうしておけば、二度手間ですね。薄暗いと

か、目を引くものがあるところに数段の段差

という、危険なものが幾つもある。どうして

これほどのすばらしいインテリアデザイン
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する人が、人間の行動に、店に引き入れると

いう人間心理を生むのは上手なのに、歩いて

いるときの安全性という視点はどうも足ら

ないようだなということです。 

 これは、ある大規模複合施設です。本館か

ら出て裏に庭園があります。行くと、下り階

段注意と書いてある。黄色に張って、コーン

を立てて、手すりもここから黄色にして、離

れているから段に見えますが、もう少し手前

から見ると、この階段の段が見えない。この

手すりだけみたら、さもずっと太鼓橋が続い

ているような。きれいねといって歩いていた

ら、突然階段が始まるということです。目を

引くものがあって、手すりはその中、緩やか

な膨らんだ斜路のようなものを連想させま

す。実際、もうここから下は死角、視野はこ

の辺ですから、ここはもう見えて、網膜に映

っていても多分反応していないです。反対か

ら見るとこうです。反対から見ると、ああ、

危ないなと思いますけれども。(図７２参照) 

 

(図７２) 

これもつい先日、行ってきました。ここで

すっとおりていたのが、真っすぐいって横に

階段をおりるようになっていて、しかもガー

ドマンが立っています。反対から見るとこう

いうふうに、前はこのまま、こう手前まで架

けていたのですけが、今はこういう状態です。

(図７３参照) 

 

 (図７３) 

ですが、中には事前に危険を予測しているデ

ザインもあります。この中には必ずしも意図

していない、結果的に安全になったという例

も恐らく含まれていると思いますが、ちょっ

と見ていただこうと思います。 

 これ、吹き抜けのブリッジです。ここに物

を置かれたら困る、前半に出てきましたね。

もう置く気もしない、置いてもこっちに倒れ

る。フェイルセーフ、置いてもこっちへ落ち

るというのでフェイルセーフです。そもそも

置けないようにしているからフールプルー

フ、事故の発生を予防するとともに万が一置

いてもこっちに落ちるという意味でフェイ

ルセーフとフールプルーフ、両方備えた。つ

いでに光が奥まで入るという、そういうメリ

ットもありますが、それよりも安全というこ

とを考えているということです。(図７４参照) 

 

(図７４) 
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これはなかなかすぐれものです。大阪駅で

すね。最初何かわからなかったのですが、斜

めつるつるということで、全く置けない。 

昔の自動車というのはフロントのガラスの

ところ、物が置けるように平らになっていた

そうです。置いたものが、窓に映り込むので

今は置けなくなった。不便かもしれないが、

わざと置けなくしていると聞いたことがあ

ります。この中で物を置くことをアフォード

しないようにしているわけです。(図７５参照) 

 

(図７５) 

 これは、某建設会社の大阪支社です。人と

ぶつかるだろうということで、よく見るとこ

こまでピン角なんです。ここから下を面とり

しています。だから、これはさすがゼネコン

設計部の設計。これはデザイン台なしだとと

るか、いや、人がぶつかる可能性があるのだ

からこう処理すべきだというところで、かな

り意見が分かれるところです。だから、まず

ぶつからないようにフールプルーフで、もし

ぶつかっても余り痛くないようにフェイル

セーフということです。(図７６参照) 

こんなところばかり目にいくので、ちょっと

職業病にかかりつつあります、何を撮ってい

るのとよく言われる。何がおもしろいのとか

言われますが、もうほとんど条件反射的に撮

ってしまうのでどうしようかなと思ってい

ます。 

 

(図７６) 

 これは、もう今なくなりましたけれども工

事中の大阪駅のスロープで、踊り場のところ

で色を変えています。仮設工事だったら一緒

にやってしまうところが、ここは水平ですよ

というか、手すりもちゃんと明示しています。

(図７７参照) 

 

(図７７) 

 踊り場というのは、車椅子用の踊り場、高

さ７５センチ以内ごとにとらないといけな

いという規定があるのですが、それもデザイ

ナーで嫌な人はここを真っすぐにするんで

す、手すりを。実際にそれを設計した人が、

「吉村さん、これ見て、なかなかいいでしょ

う、手すりを真っすぐにして、どこに踊り場

があるかわからないようにしたんです。」で

も、障害者の人からも非常に評判が悪い。あ
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れが頼りなのにという。床も同じ仕上げです。

踊り場があるのに、ないかのようにしている、

つんのめるとか、空踏みするということにな

るわけです。これは多分意図したわけじゃな

いと思いますが、こういうふうに、ストライ

プにすることで、これがなかったら段がどこ

にあるかわからないけれども、こうすること

で階段がここにあるなとわかるという意味

で一つの解決、ヒントを与えているんじゃな

いかな。こう段鼻に線を入れる方法もあるの

ですが、これも一つの方法かな。もう少し洗

練させると安全性とデザイン性が両立する

可能性があるなと思っています。 

 これは照明を見込んで、しかも段鼻のとこ

ろの色を変えているということで、これは明

らかにもう踏み外さないように、安全とデザ

インを考えている例だと思いますし、これは、

夜ですけれども、蹴込みのところに照明を隠

して夜でも安全にという配慮かなと思いま

す。(図７８参照) 

 

(図７８) 

 これは前川國男先生の設計された東京文

化会館、上野公園にあります。これは、意図

はわかりませんが、実はここの下はドライエ

リアになっているんです。のぞこうと思って

もこうカーブになっているので近寄れない

んです。近寄るほうがおかしいのですが、近

寄ろうとしても子供もいけなくしているん

です。この高さは決して高くないのですが、

ここまできたら体がこう倒れてしまうので、

もう落ちることはないということで、もしこ

れが落ちないようにというデザインだった

らなかなか上手なデザインかなと。ここはち

ょっと危ないのですが、ですけれども落ちな

いという意味ではなかなかよくできている

なと思ってちょっと撮ってみました。 

(図７９参照) 

 

(図７９) 

 さて、こういうふうに、ここでいろいろお

話ししても、きょう、私の話を聞いていただ

いた方はいいですけれども、多くの方は当然

聞かれていないわけです。そうすると、事故

を予防しないといけないということで、国土

交通省がこういう建築事故予防ナレッジベ

ースというのをつくりました。ここにアクセ

スしていただくと、私の書いたこととか、ど

こかで講演したムービーなんかもあったと

思いますが、こういうトップページが出てき

ます。ここでクリックしますと、事故パター

ンとか、事故事例とか、関連情報、いろいろ

検索できるようになっていますので、ぜひ検

索していただけたらなと思います。 

 アイコンに使っている、これをピクトグラ

ムと言います。前の東京オリンピックのとき、
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それから、大阪万博のときに、いろんな国の

人が来て、文字では多分、意味が伝わらない

だろうということで、こういう交通標識以外

で初めてトイレとか、電話とか、エスカレー

ターとかの場所を示し、このころにほぼ原型

がつくられています。これなんか有名ですね、

避難誘導。こうするともう文化が違っても直

感的に理解できるということでピクトグラ

ムというのですが、先ほどの資料に使ってい

るアイコンもどこが危ないかというのをも

う瞬時に理解してもらうためにアイコンと

いうのをつくったらどうかという提案をし

て、国交省はプロのデザイナーを入れてくれ

ました。それでいろんな危険予知のアイコン

をつくってくれました。これですね、これ、

ナレッジベースからで、何が危ないかという

のはかなり直感的にわかる、こういうものを

つくってくれました。これはパターンがいっ

ぱいあります。また、これからもふえていく

だろうということです。 

 そういうサイトにアクセスするとともに、

実は、本もいろいろ出ています。そのうちで

主な情報が多いものをちょっと選んでみま

した。１つはこの参考資料としても挙げてい

ますが、建築技術という雑誌の２００７年１

１月号に安全・安心の生活環境の設計手法、

多分、お手元の資料の参考文献に挙がってい

ます。それと、日経アーキテクチュア編で「危

ないデザイン」というのが出ています。これ

は今でも本屋さんにあったと思いますが、こ

れを見ますと、日常安全を中心にそれ以外も

いろいろまだこんなことがあるのかという

例が載っていますので、ここに私が提供した

資料とかも結構引用していただいています。 

 ということで、このテーマでスタートした

ら１０時間ぐらい話す自信があるのですが、

今日はこのぐらいで終わらせていただきま

す。今までの講演で一番学術的でないお話だ

と思いますが、今後の施設づくり、あるいは、

管理、運営づくりに少しでも参考になればと

思います。 

 最後に、川柳、新聞に川柳というのが出て 

いるんです。毎日新聞にこんな川柳が出てい 

たので最後に紹介します。「格差より段差が 

気になる年となり」という、ああ、上手だな、 

いいキャッチフレーズになるなということ 

で、この講演の締めとさせて頂きます。 

 どうも御清聴ありがとうございました。 

―了― 
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